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杉山和一総検校生誕410年記念像

寄附者御芳名

この度は、杉山和一総検校生誕410年記念像建立にご賛同の上、ご寄付を賜り誠にありがと

うございました。感謝の意を込めて、ここにご芳名を掲載させていただきます。

金参拾萬圓

江 島 神 社 様

金弐拾萬圓

（公財）杉山検校遺徳顕彰会 様

金壱拾萬圓

江 島 杉 山 神 社 様

（公社）神奈川県鍼灸師会 様

（一社）川崎市鍼灸マッサージ師会 様

鎌倉逗葉鍼灸マッサージ師会 様

（学）小倉学園新宿医療専門学校 様

株 式 会 社 山 正 様

楽っ子堂はり灸治療室 様

笹 川 吉 彦 様

金八萬圓

町 田 浩 児 様

金七萬五阡圓

西 村 博 志 様

金六萬圓

工 藤 真 様

金伍萬壱阡圓

疋 田 泰 三 様

（一社）神奈川県鍼灸マッサージ師会 様

（公社）全日本鍼灸マッサージ師会 様

（公社）東京都鍼灸師会 様

（一社）横浜市鍼灸マッサージ師会 様

海老名市鍼灸マッサージ師会 様

（一社）東洋はり医学会 様

株 式 会 社 カ ナ ケ ン 様

市 川 友 理 様

鹿 濱 秋 信 様

西 村 みゆき 様

徐 英 詞 様

セ イ リ ン 株 式 会 社 様

（公社）日 本 鍼 灸 師 会 様

（公社）京都府鍼灸マッサージ師会 様

小田原鍼灸マッサージ師会 様

本郷鍼灸按マッサージ指圧師会 様

（公社）東京都盲人福祉協会 様

日進医療器株式会社 様

倉 塚 充 夫 様

徐 大 兼 様
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金伍萬圓

廣 瀬 徹 様

千木良 孝 之 様

田 中 秀 様

和久田 哲 司 様

藤 原 光 平 様

五 味 哲 也 様

吉 田 勉 様

徐 大 真 様

往 田 和 章 様

太 田 修 二 様

金参萬円

こきぬ按マ指鍼灸院 様

金弐萬圓

内 海 恒 雄 様

金壱萬圓

江の島振興連絡協議会 様

（一社）熊本県鍼灸マッサージ師会 様

林公認会計士事務所 様

（学） 森 島 学 園 様

石 井 繁 夫 様

榎 本 恭 子 様

川 口 京 子 様

佐 藤 明 子 様

杉 田 久 雄 様

野 本 秀 幸 様

松 野 徹 様

吉 田 学 様

金伍阡圓

伊 藤 洋 様

増 田 薫 様

米 倉 貞 敏 様

金壱阡圓

秋 庭 隆 様

金参佰萬圓

（一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 様

柿 田 千 鶴 様

和 田 恒 彦 様

三 村 幸 子 様

上 野 晃 敬 様

濱 田 良之助 様

新 島 豊 子 様

辻 将 一 様

加 藤 宏 様

左近充 誠 様

櫻 井 正 様

（学）鬼木医療学園国際鍼灸専門学校 様

しゃことんすはりきゅういん 様

平塚鍼灸マッサージ師会 様

大和鍼灸マッサージ師会 様

伊 藤 信 二 様

小 椋 喜一郎 様

金 革 起 様

沢 田 昌 子 様

高 橋 隆 行 様

藤 田 敬 三 様

安 田 真由美 様

石 川 様

遠 藤 誠 様

浅 野 三 男 様

和 田 孝 司 様

五百旗頭 力 様

佐 藤 博 由 様

宮 本 俊 和 様

上 野 剛 志 様

大 澤 輝 子 様

松 本 俊 吾 様

三 鍋 太 郎 様

髙 橋 道 明 様

清 水 克 郎 様

かながわ信用金庫藤沢営業部 様

株 式 会 社 ナ ガ エ 様

株式会社前田豊吉商店 様

有 限 会 社 ワ ー フ 様

井 森 和 男 様

小野寺 秀 夫 様

坂 巻 克 己 様

志 澤 規 男 様

豊 田 敏 子 様

松 田 晴 男 様

山 梨 竜 一 様

小 柴 元 様

守 岡 隆 子 様



ごめんなさい

記念誌にのみ

掲載を許された

画像がございました。
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て現存しているということになる。近年、藤沢
市郷土歴史課の尽力により江の島道標が整備さ
れ、いくつかの道標が江の島道の沿道に移設さ
れている。2021年12月時点の江の島道標15基の
様子を記録（表1）として記しておく。

〇１. 白旗神社境内
２. 遊行寺内の真徳寺境内

〇３. 藤沢橋
〇４. 遊行通りロータリー
〇５. 法照寺境内
〇６. 砥上公園
〇７. 大源太公園
８. 鵠沼海岸の民家

〇９. 片瀬小学校南門脇
〇10. 密蔵寺向い角
〇11. 西行もどり松
〇12. 州鼻通り
〇13 . 江島神社福石前
（〇は藤沢市指定文化財）

14 . 鎌倉市腰越行政センター

15. 幽篁堂（ゆうこうどう）庭園跡地

藤
沢
市

鎌
倉
市
世
田
谷
区

13基

１基

１基

表1：現在確認できている江の島道標15基

１.白旗神社境内の江の島道標
（藤沢市藤沢2-4-7；市指定文化財）
移設時期は不明。

２.遊行寺内の真徳寺の江の島道標
（藤沢市西富1-4-5）

上半部分が残る道標。移設時期は不明。

３.藤沢橋（大鋸橋）の江の島道標
（藤沢市藤沢1-1；市指定文化財）
平成27年10月藤沢市役所新館脇から移設。

４.遊行通りロータリーの江の島道標
（藤沢市藤沢40付近；市指定文化財）

平成23年頃に自動車事故で倒され、教育委員会
収蔵庫に一時期保管されていた。平成27年６月に
新設されている。

５.法照寺境内の江の島道標
（藤沢市鵠沼神明2-2-24；市指定文化財）
藤沢市鵠沼神明1丁目から移設（時期不明）。
「一切衆生」が「二切衆生」と改刻されている。

６.砥上（いしがみ）公園の江の島道標
（藤沢市鵠沼石上1-12-9；市指定文化財）
平成27年11月藤沢市役所新館脇から移設。
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10.密蔵寺向かい角の江の島道標
（藤沢市片瀬3-6-5；市指定文化財）

11.西行戻り松の江の島道標
（藤沢市片瀬3-10-15；市指定文化財）
平成26年３月新設。「西行もどり松」と裏面に
刻む。本蓮寺前の三叉路より移設。

12.洲鼻通りの江の島道標
（藤沢市片瀬海岸1-9-12；市指定文化財）
平成10年１月に170ｍ南で道路工事により掘り出
されたもの。頭部が一部欠落。

13.江島神社福石前の江の島道標
（藤沢市江の島2-3-8；市指定文化財）
杉山検校が躓いたとされる福石の前に立つ道標。
どこからか移設されたものと考えられている。

14.鎌倉市腰越行政センターの江の島道標
（鎌倉市腰越864）
鎌倉市にある道標。腰越漁協付近から移設。

９.片瀬小学校南門脇の江の島道標
（藤沢市片瀬2-14-29；市指定文化財）
馬喰橋際東から移設。

７.大源太公園の江の島道標
（藤沢市片瀬360-12；市指定文化財）
平成29年３月片瀬市民センターから移設。

８.鵠沼海岸の民家邸内の江の島道標
（藤沢市鵠沼海岸７丁目）
藤沢市道鵠沼海岸線より保護移設。

（写真は杉山和一生誕400年記念誌より抜粋）



ごめんなさい

記念誌にのみ

掲載を許された

画像がございました。

ごめんなさい

記念誌にのみ

掲載を許された

画像がございました。
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 ● 江の島の杉山検校の墓所について
（昭和38年３月25日藤沢市指定文化財指定）

（1）杉山和一の墓
1694年（元禄７）江戸本所の私宅にて５月20

日に死去し、江戸本所の弥勒寺に葬られた（享
年85歳）。観音信仰による遺言により命日は５月
18日とされている（幕府への届出は６月26日）。
永く、江ノ島の墓は分骨されたものと考えられ
ていたが、大正12年６月24日の修復工事の際に、
墓石の下に大甕が１つ埋もれていたため調査を
行ったところ、首うなだれて坐っている形の、
少しも崩れていない人骨が出てきたことから、
江ノ島が本当の墓であることが明らかになった。
笠塔婆型の墓標には以下のことが記されている。

正面：前総検校即明院殿眼叟元清権大僧都
元禄七甲戌年五月十八日

裏面：施主 杉山安兵衛秀昌
三嶌惣検校安一 
元禄八乙亥年五月十八日

側面：追贈正五位
伊勢国津産杉山和一寂定之地
大正十三年二月十一日

（2）セツさんの墓
杉山検校の墓所の

後方に「即倒院華見
妙春霊位元禄四辛未
年正月三十日」と刻
まれた墓標が存在す
る。この墓は、検校
のお世話をした岐阜
出身の「セツ」さん
の墓と考えられてい
て、検校が病気とき
に平癒を弁財天に願
って、一身を捧げた
ことから、検校が同
じ墓所に墓を設けこ
とを願ったといわれ
ている。杉山家系譜に「無妻、妾宝永二年五月

二十一日卒」とあり、検校に正妻はなく、一妾
があったことは知られている。しかし、系譜の
妾とはその没年を異にすることから系譜とは別
人の墓と思われる。

（3）下之坊 恭順（院）の墓
杉山検校の墓に向

かって右側に、複数
の墓石があるが、墓
所入り口から５つ目
の無縫塔型の墓石に
は「宝永五戌子天江
之島地頭 権大僧都
法印恭順覚位 五月
二十一日下之坊一代」
とある。

恭順（院）の生年
月日は不明だが、杉
山検校が85歳の御年
で没してから14年後
に亡くなっているこ
とを考えると、杉山検校より年長者であったと
は考えにくい。若かりし頃の杉山検校を助けた
（支援した）と描かれることが多い恭順（院）
だが、没年から推測すると杉山検校よりも若く、
下之坊独立のため、検校から様々な支援を受け
ていた可能性が高い。

（4）柳沢吉保側室寄進の石燈籠（左右２基）
杉山検校の墓の前面の左右に、柳沢保明の側

室が寄進した二基の石燈寵がある。裏面に「寄
進石燈墓 二基 元禄十三年庚辰五月十八日川
越少将源保明室」とあり、柳沢保明の側室が検
校の７回忌に寄進したものである。

 ● 「杉山祭」について
戦前までは、地元藤沢の同業者組合の有志の

手で巳の会、後に杉山講として行われていたが、
昭和23年に杉山検校の墓が藤沢市の史跡に指定
された事により、昭和24年より杉山検校祭とし
て挙行されるようになった。

杉山和一墓所（江の島西浦霊園）

セツさんの墓

下之坊 恭順（院）の墓

柳沢吉保側室寄進の石燈籠
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令和２年９月４日（金）江島神社境内に建立された「杉山和一

総検校生誕410年記念像」のモデルは、江戸後期の第13代将軍徳

川家定の幕府医官であった平塚検校が作成させた右手に金鍼、

左手に鍼管を持った木造座像。この座像の由来を「杉山和一生

誕400年記念誌」より抜粋し以下に記す。

「この座像は、昭和27年江島杉山神社として社殿が再興され

た際に、安置されたものである。座像は、高さ20.0cm、幅21.0cm、

奥行13.5cm あり、総検校の装束である燕尾帽を冠り、緋色衣に

紫袴の御姿で、左手には38mmの銀製円筒型鍼管、右手には43.5mm 

の金鍼を把持した彩色木座像である。その座像を支える下台座

の底に奉納者の名が記載されている。収納する厨子は緋色に彩

色されている。

これは幕末、第13代将軍�徳川家定の幕府医官であった平塚検

校が作成させたもので、明治時代に平塚検校から弟子の河人俊

悦氏に譲られ、再び弟子の加藤国太郎氏、さらに弟子で当時杉山検校遺徳顕彰会副会長であった姥

山薫氏に託されたものである。姥山氏の手により昭和27年神社再建に当たり安置されたものである。

この木造座像は、左手に銀製の鍼管と右手に金鍼を持つスタイルで作製されている点に特異な座

像で、やはり今まで知られている座像や掛軸に描かれているものとは異なっている。正に「管鍼法

の開祖」を表現して、和一没後150年余りの後の後継者らの管鍼法効用への技術開発をシンボル化し

ての報恩感謝の気持ちを表現したものと想像される。」とある。

現在第５代将軍徳川綱吉公から拝領した地に建つ江島杉山神社（東京都墨田区千歳1-8-2）に御安

置されていて、普段は非公開となっている貴重な御神像です。この度の杉山和一総検校生誕410年記

念像の建立に際し、大切な御神像をご提供くださった江島杉山神社 田部裕子宮司に心より感謝申

し上げます。

モデルとなった座像
（普段は非公開）

8．「杉山和一総検校生誕410年記念像」の
モデルとなった木造座像について

徳川綱吉公から拝領した地に建つ江島杉山神社
（江島杉山神社HPより転載）
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（１）銅像制作の様子

写真１ 粘土で原型を作る①

９．杉山和一総検校生誕410年記念像の制作過程

写真２ 粘土で原型を作る②

写真３ 粘土原型の完成 写真４ 粘土原形の最終確認作業
令和２年２月１６日

彫像家の喜多敏勝さん（右）と高岡市のアトリエにて撮影

写真５ 粘土原形から石膏型を制作 写真６ 鋳物を流し込むための砂型を製作
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写真７ 注湯（溶解した金属を流し込む） 写真８ 型から外す

写真９ 表面をきれいに修正 写真１０ 着色工程
微妙な濃淡を出しながら
手作業で塗り重ねる

写真１１ 完成  
年を経るにつれ化学変化が進み

最終的には青銅色に
落ち着いていきます

 ● 銅像制作の打ち合わせの様子（右写真）

記念像制作は富山県高岡市にある「株式会社ナ

ガエ」さんに発注しました。富山県高岡市は歴史

的に鋳造技術に優れた会社が多いそうです。これ

までに例のない管鍼と鍼を持った御座像のため加

工が難しく、太さや長さをどうするかといったこ

とや、銅像設置場所に重機が入らないことから設

置方法など色々工夫をして頂きました。銅像は数

十年かけて化学変化が進み風合いが出てくるそう

です。今後もメンテナンス等々相談に乗ってもら

えるので安心です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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（２）江の島での施工の様子

写真１２ 設置場所にて事前に清水理事と
松原氏（㈱ナガエ）との打合せ

写真１３ 施工前のお祓い

写真１４ 基礎工事の様子 写真１５ 重機が入らないので人の手で移動

写真１６（左） 写真１７（上）
台座には江島弁財天の御神霊が納められています
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写真１８ 石段を追加し、玉砂を敷き詰めました

写真１９ 銅像の背面にも回ることができます

写真２０ 令和２年９月４日無事に建立されました 写真２１ 少し遠方からの様子。良い雰囲気です

写真２２（左） 写真２３（右）
令和２年９月４日 緊急事態宣言下のため、少人数で奉告祭を執り行いました
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（３）令和３年５月９日 除幕式

除幕の様子

右から

吉田 勉（杉山検校遺徳顕彰会理事長）

鈴木恒夫（藤沢市長）

相原圀彦（江島神社宮司）

倉塚充夫（藤沢市鍼灸・マッサージ師会会長）

除幕式の集合写真

緊急事態宣言下のため参加人数
を制限し、約50名の方々にご参列
頂きました。
一年延期された除幕式が無事に
終了しました。
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西暦

1693

1694

1695

1700

1704

1708

1709

1784

1791

1792

1831

1832

1845

1847

1867

1871

1875

1890

1900

1923

1924

1926

1945

1952

2016

2020

和暦

元禄6

元禄7

元禄8

元禄13

宝永1

宝永5

宝永6

天明4

寛政3

寛政4

天保2

天保3

弘化2

弘化4

慶応3

明治4

明治8

明治23

明治33

大正12

大正13

大正15

昭和20

昭和27

平成28

令和2

月日

不明

不明

5月18日

不明

5月18日

8月

5月21日

2月19日

不明

8月23日

不明

10月14日

4月

5月

6月24日

9月1日

1月26日

2月11日

5月18日

9月18日

3月10日

9月26日

4月24日

9月4日

出 来 事 江の島関連

和一、死去。本所の弥勒寺に葬られる。法名は「前惣検校即明院殿眼叟元清権大僧都」。（5月20日
死去。観音信仰による遺言で命日は5月18日。江の島の墓の板石5月16日。幕府への届出は6月26日）

加増300俵

第５代将軍徳川綱吉死去

ヴァランタン・アユイ、盲人に特別教育を行う（フランス）。

大政奉還

当道座廃止により惣録屋敷没収。
（「本所一ツ目弁天社」は「江島神社」の社名に変更）

即明庵を再興し、境内に杉山神社を建立。

関東大震災、杉山神社倒壊

昭和天皇（皇太子）ご成婚

追贈 正五位賜る

杉山検校250年記念祭
杉山神社に「贈正五位 杉山検校頌徳碑」建立

杉山神社再建

東京の江島神社、杉山神社、戦火により焼失

江島杉山神社竣工。（江島神社と杉山神社を合祀し
江島杉山神社となる）

江島杉山神社境内に、杉山和一記念館落成

江島神社境内に、杉山和一総検校生誕410年記念像建立

和一、下之坊に三重塔を建立。綱吉、下之坊
に朱印状を与える。

弟子の三嶋安一らにより江の島に墓所が
建てられる。

柳沢吉保側室、杉山検校７回忌に江の島の
墓所に石灯籠を寄進。

岩本院が下之坊に対し、寺社奉行所に訴訟
を申し立てる。

恭順院死去

内藤照一、土岐村梅一、土岐村勾当鶴一、
土岐村勾当亀一らにより、1685年に作られた
木造座像の修復。杉山真人略伝の碑建立。

旅籠主人ら８人により、福石の石塔の寄進。

葛飾北斎「富嶽三十六景 相州江ノ島」
（1831-1834頃の作品）

歌川広重「東海道五十三次 藤沢宿」
（保永堂版）（1832-1833頃の作品）

歌川広重「東海道五十三次細見図絵
神奈川」（1845-1848頃の作品）

歌川広重「東海道五十三次 藤沢宿」
（隷書版）（1847-1852頃の作品）

三代目歌川広重「東海名所改正道中記
藤沢江のしまみちの鳥居」

福石脇の杉山検校碑建立

江の島の墓所修復。この時に江の島の墓所
が本物であることが判明。
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記念誌編集後記

新型コロナウイルス感染症の影響で当初の予

定より４カ月遅れとはなりましたが、令和２年

９月４日江島神社境内に「杉山和一総検校生誕

410年記念像」が無事に建立され、また１年延期

となりましたが、令和３年５月９日の杉山祭に合

わせ、除幕式も無事に執り行うことができました。

全国のはり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧

師の皆様やあはき関連団体にご協力をお願いし、

100以上の個人、団体から最終達成額8,632,000円の

温かいお気持ちを賜りました。皆様の温かいご

支援、ご協力、誠にありがとうございました。

管鍼法の発案や、世界で初めて視覚障害者の職

業訓練施設である「鍼治講習所」を設立し、鍼

按摩療法を教育するなど先見性のある偉大な功

績を、杉山検校ゆかりの地である江の島から多

くの人々に伝えていきたいと思います。

令和元年６月、手探りの状態で銅像建立に向

けてこのプロジェクトは始まりました。このプ

ロジェクトが始まるきっかけとなったのが、藤

沢の鍼灸師会の会員の間で取り交わされた何気

ない会話でした。「ウィキペディアの杉山和一

検校の写真、別人のものだよね」。ご存じの方も

いるかもしれませんが、平成31年１月当時、ウィ

キペディアでは筝曲の山田検校の写真が杉山和一

検校として紹介されていたのです。これは何とか

しなくてはいけない、という藤沢市鍼灸・マッサー

ジ師会会長の倉塚充夫先生の一言で事が動き始

めました。そして色々調べてみると江島杉山神社

に杉山検校のレリーフはありますが、全国のど

こにも杉山検校の銅像はないのです。これだけ

の偉大な功績があるにもかかわらず、です。

このプロジェクトを無事に終えることができ

たのは、人とのつながりなのかなと思います。

江島神社様とは、江の島に近い片瀬地区で開業

されている藤鍼理事の清水克郎先生が親しくさ

れており、江の島島内に銅像を建立する話をス

ムーズに進めることができました。令和元年の

６月に私達が杉山検校の自作像である木造座像

を再発見することができたのも、江島神社様へ

初めて銅像作成の説明に伺ったときになります。

行方不明となっていたものが目の前に出てきた

のですからとても驚きました。と同時に、銅像

建立の話と共にお姿を現された御座像が、私達

のような者が出てくることを待たれていたかの

ようなそんなことも感じました。早速、和久田

哲司先生（当時の杉山検校遺徳顕彰会理事長）

に連絡したことを覚えています。そして銅像の

モデルとなった座像を提供してくださった江島

杉山神社様には、快く私たちの思いを聞き入れて

下さいました。杉山検校遺徳顕彰会の理事の皆様

からもご賛同頂けたことも感謝しております。

江の島は「神奈川県指定史跡名勝」のため「神

奈川県指定史跡名勝の現状変更申請」という書

類を提出し、県の許可を得なくてはなりません

でしたが、こちらも清水先生に何度も足を運ん

でいただき許可を得ることができました。清水

先生は鍼灸師になる以前は旅行会社でお仕事を

されていたそうで、企画調整力が非常に高く今

回のプロジェクトを牽引して頂きました。寄付

金の呼びかけのためのホームページを作って下

さった藤鍼理事の村田均先生、全国からの寄付

金の集計や配送作業などお手伝いしてくれた藤

鍼事務の金湖さん、島田さんありがとうござい

ました。

私事になりますが、私が杉山検校のことを調

べ始めたのは今から10年ほど前からで、東海道

五十三次藤沢宿の浮世絵に、視覚障害者が江の

島詣でをしている姿に気がついたことがきっか

けです。東海道五十三次の藤沢宿は私の実家に

近く、浮世絵に描かれている遊行寺は40数年前

に通っていた幼稚園のあった場所で、高校時代

は通学で江島道を通っていました。また私の妻

が埼玉県児玉町という塙保己一検校の出身地の

生まれであることにも、お互いの出身地が有名

な検校に縁がある夫婦ってそうはいないよね、

と勝手に縁を感じ、そこから仕事の傍らコツコツ

と資料を集め始め今日に至っています。

人とのつながりと書きましたが、記念誌作成
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にあたり多くの文献を読ませていただきました。

吉田弘道先生、姥山薫先生、島田筑波先生、加藤

康昭先生、富士川游先生、河越恭平先生、長尾

栄一先生、永峰光壽先生、太田晴之先生、金原

直太朗先生。先生方が書き残してくれていたお

かげで、杉山検校のことを私たちは今日知ること

ができています。先生方がもしご存命であれば

お聞きしたいことが沢山あるなぁと思いながら

編集をさせて頂きました。心より感謝しており

ます。そして、和久田哲司先生、鹿濱秋信先生、

大浦慈観先生、甲賀金夫先生、貴重なお話や資

料をご提供いただきありがとうございました。

そして約20年前、私が筑波大学理療科教員養成

施設の研修生だった頃、恩師の宮本俊和先生の

研究室の片付けを手伝っていた時、何気なく手渡

された長尾栄一先生の論文集「鍼灸按摩史論考」

が、こんな時に役立つことになるとは、あの時

は思いもしませんでした。宮本先生ありがとう

ございます。

最後に、江島神社、杉山検校遺徳顯彰会、藤

沢市鍼灸・マッサージ師会が発起人となり、ノ

ウハウもない状況で手探りで始めたこの企画で

すが、協力し無事に記念像を建立できたことを

大変嬉しく思います。50年後100年後、江の島で

記念像を見た方々にどんな思いで私たちが建て

たのか、少しでも伝われば奔走してきた甲斐が

あるのかなと思います。

（西村博志）

杉山和一検校生誕410年記念像建立委員会

実行委員長 倉 塚 充 夫 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 会長

副実行委員長 太 田 修 二 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 副会長

副実行委員長 西 村 博 志 杉山検校遺徳顕彰会 理事

（一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

事務局長 清 水 克 郎 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

実行委員 村 田 均 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

大江田 美 鈴 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

高 橋 寿 人 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

武 内 学 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

左近充 誠 （一社）藤沢市鍼灸・マッサージ師会 理事

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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